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ライフデザイン・イノベーション研究拠点組織体制

大学運営整備
拠点⻑（⼤阪⼤学総⻑）

ライフデザイン・イノベーション研究拠点

ライフデザイン・イノベーション拠点本部

データビリティフロンティア機構



2019.01.21 iLDi 企業説明会 ⼤阪⼤学 理事・副学⻑ ⼋⽊康史 3

ライフデザイン・イノベーション研究拠点
Initiative for Life Design Innovation

エデュテインメント
楽しみと学びを実現する

イベント・プログラム 等

⾝体の健康のみならず、⼼の健康、⼈々とのコミュニケーションがうまく取
れているといった社会的な健康、快適な居住環境が得られているという意味
での環境の健康を同時に考え、⼈⽣のQOLの向上をデザインする。

⽬的
（ゴール）

ウェルネス
⼼と体の健康増進につながる

製品・サービス 等

ライフスタイル
QOLを⽀える

製品・サービス 等

⼤阪⼤学キャンパス 5万⼈

吹⽥キャンパス

箕⾯新キャンパス

70億⼈

PLRを
世界標準へ

⼤学・研究機関 企業・起業家

イノベーション創出

キャンパスを実証実験の場として開放

Personal 
Life Recordsの

標準化

うめきた2期区域

240万⼈

iLDi

豊中キャンパス
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如何にデータの価値を
高めるのか

4

多種多様なメディア情報
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データの連結が⽣み出す医療イノベーション
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データの⾼付加価値化

データを
つなぐ

多様な個⼈データの継時的連結
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実証フィールド整備プロジェクト

病院ネットワーク
(医療・保険、在宅介
護)

箕面新キャンパス
(ロボットとの共生・学習
/食堂環境)

豊中キャンパス(健康・スポーツ) 吹田キャンパス(日常生活)

エキスポシティ 花園ラグビー場 ガンバスタジアム

スマートグラウンド整備中

実験用カメラ16台
測域センサ15台

カフェテリア周辺 産業科学研究所 生命科学図書館

実験用カメラ40台 実験用カメラ48台

実験用カメラ12台
無線データ収集環境

大型LEDビジョン

2021年オープン

7



2019.01.21 iLDi 企業説明会 ⼤阪⼤学 理事・副学⻑ ⼋⽊康史

独自の技術基盤
●電⼦カルテの記録を⼊⼒、テンプレート

で構造化

●必要データを⾃動的に抽出して
データセンターに集める⽅法で、
多施設共同臨床研究の実績

関連病院が集積
●⼤阪府内には⼤きな病院が集結していて、

連携しやすい環境である。これは他府県
にはあまり⾒られない。

●臨床研究中核病院として1万ベッドのネッ
トワーク化がスタート。

大阪大学
医学部附属病院

大阪医療センター

大阪府急性期・
総合医療センター

大阪厚生年金病院

大阪労災病院
大阪府立母子保健
総合医療センター

国立循環器病
研究センター

大阪府立
成人病センター

関西労災病院

大阪警察病院

市立貝塚病院

住友病院

市立豊中病院

東大阪市立
総合病院

星が丘
厚生年金病院

箕面市立病院

八尾市立病院

淀川キリスト教病院

市立堺病院

りんくう総合医療センター

市⽴池⽥病院

⼤阪府
呼吸器・アレルギー
医療センター

大阪船員保険病院

NTT⻄⽇本⼤阪病院

大阪鉄道病院

⼤⼿前病院

日本生命済生会附属
日生病院

国立循環器病
研究センター

大阪医療センター大阪府急性期・
総合医療センター

大阪大学医学部附属病院

病院ネットワーク

8



2019.01.21 iLDi 企業説明会 ⼤阪⼤学 理事・副学⻑ ⼋⽊康史

実証フィールド整備プロジェクト

大阪大学における実証実験フィールド設置
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行動センシング基盤プロジェクト

カメラ・マイク

レーザレンジセンサ

画像情報(カラー・距離/顔・
全身・歩容・行動)・音声信号

位置情報

スマートフォン

サイバースペース情報

WiFiルータ

三角測量（位置推定）
スペクトログラム

WiFiルータ
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行動センシング基盤プロジェクト

表情解析・歩き方解析 ロボット対話支援、認知モデル

人と顔の追跡技術LRS、スマホ、WiFi等行動センシング
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PLR
（パーソナル・

ライフ・レコード）
⼈間関係
社会活動

⼈間B

⼈間C

⼈間D

社会

PLR（パーソナル・ライフ・レコード）

⼈間A

個⼈

身長、体重、血液型、バイタル
情報、アレルギー、副作用、既
往歴・症状、診療、投薬、ケア
プラン、検診、保険関連情報
等

PHR
（パーソナル・ヘルス・レコード）

EHR(医療機
関で発生し
た個人の診
療記録）

個人の社会
生活で発生
する健康
データ

顔、姿、表情、行
動、発話の計測
データ、日記等の
記録データ
嗜好、趣味、五感、
性格等
位置、場所、活動
状況、イベント、
環境データ等

日常生活で発生す
る個人データと
生活環境データ

パーソナル・ライフ・レコード（PLR）
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保健・予防医療プロジェクト
健康・スポーツプロジェクト
未来の学校⽀援プロジェクト
共⽣知能システムプロジェクト
グランドチャレンジ研究PJ

実証フィールド整備

 PLRプラットフォーム

社会個⼈

PHR ⽇常

吹⽥キャンパス

⾒守りセンサー

ロボットやIoT機器を活⽤した⾏動センシング技術
アプリ連携、同意制御API群

Personal Life Records
データ構造化: 状態を把握するための各種情報を⼀元管理
個⼈同意制御: 患者同意に基づいた適切なアクセスコントロール
データ統合化: 各種データ種別を⾏列データとして符号化、統合

データセット定義

Dynamic Consent ブロックチェーン 秘密分散・計算 匿名化 AI技術群

 PLR収集＆実証フィールド

 PLR活⽤ソリューション

病院ネットワーク 箕⾯新キャンパス

病院ネットワークとセンサネット
ワークによるPLRデータベース

データポータビリティとプライバシーバイデザイン
安⼼して個⼈データを活⽤できる社会、それがSociety5.0 
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PLR(Personal Life Records)プラットフォーム

豊中キャンパス
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保健・予防医療:生誕1000日(妊娠から２才迄)見守り研究

生活習慣の推定、睡眠／覚醒／
摂食動態解析、体調変化検知

心身の個性にあわせた
個別のアドバイス

新規・既存のデバイスによる
ライフコースデータ収集

（スマホ/PC、AI/ロボット、スマートベッド等）

妊婦検診データ

妊婦、母子の健康と行動さらには人間関係を結びつけるデータ

対話・行動データ

病院ネットワーク

子育て支援

自宅

連携

育児状況の客観的評価

新たなライフコースデータ収集
のためのアプリの創出

専門医や助産師・保健師との連携
 妊婦の体調管理・アドバイス
 発達障害、喘息、幼児虐待の予兆検知
 育児ノイローゼや不安（孤育て）解消
 生活習慣改善、育児相談
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未来の学校⽀援: 学生の教育・生活支援研究

個にあわせた
個別補習

講師による受講行動の把握とリ
アルタイムフィードバック

受講学生との対話（スマホ/PC、AI/ロボット）

医療・健康データ
カメラによる 理解度・
集中度センシング

スマートキャンパスの構築
 集中度や理解度に応じた講義フォローアップ
 学生の生活習慣や学習習慣の把握
 成績と習慣の関連の解析と改善提案
 ソシオグラム(人間関係)の把握
 交友グループや性格の把握
 いじめ検出
 講義での最適な学習グループや役割の配置

視線、顔表情

行動・態度

成績レコード

学習中の行動を計測しフィードバック
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共⽣知能システム:対話支援ロボットによる健康増進

ロボットによる対話支援・健康支援
 高齢者や子供の対話を活性化（人間よりもロ

ボットに心を開きやすい）
 対話による健康状態の把握
 ロボットの介在による人間関係の構築

人間関係改善による
健康管理

発話頻度・内容の
解析による健康管理

利用者との会話・行動誘導（ロボット/AI）

医療データ

個人の健康と行動とさらには人間関係を結びつけるデータ

日常健康データ

ソシオグラム

ロボットによる対話支援・健康支援
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本事業が⽬指す未来社会

 PLRが⽀えるゆりかごから墓場までのライフデザイン
 PLRで⼦育て、発育、教育、労働、健康維持・増進、介護⽀援
病院ネットワークとセンサネットワークによるPLRデータベース

PHR ⽇常

⼦育て⽀援
 発達障がい
 育児ノイローゼ

⾼齢者⽀援
 認知症
 孤独

PLRデータベース

病院ネットワーク センサネットワーク

就学⽀援
 引きこもり
 いじめ
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本事業におけるPLRデータベースの特徴
ID

単⼀プロジェクトでは
収集が難しい、多様な
種類からなる継時デー
タを別プロジェクトの
データをID毎につなぐ
ことで収集可能

被験者数⼤
⾮継時データ
種類中程度

被験者数⼩
⻑期継時
特定種類

被験者数⼩
短期継時
種類多数

被験者数中
短期継時
種類中程度
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異なるプロジェクトで収集される学⽣データ例

学習支援：
保健検診、体力測定、成績、移動履歴、カメラ映像、顔画像、視線、座圧、
生活習慣、学習習慣、人間関係、性格

生活見守り：
位置情報、成績、SNS利用データ、健康診断、行動・対話・生活習慣・睡
眠・昼夜のリズム、就学状況、交友状況

共生知能：
日常行動，人間関係、認知機能，社会関係認知，対話

スポーツ：
生活習慣、食事・身体、活動データ、身体加速度（６軸）、速度、ジャンプ
高さ、深部体温、運動時の動作
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パーソナルデータ（個⼈に関わる情報すべて）

「個⼈情報」
（個⼈情報の保護に関す
る法律の第2条に定義）

プライバシー情報
（本⼈の主観による。

明確な定義困難）

⼈に関する情報を集める以上、プライバシー問題は避けられない。個⼈情報の
保護だけでは、プライバシー問題に対処することができない。そのため、社会
の理解を得る必要があり、対象となる⼈たちとの信頼関係が鍵となる。

要配慮
個⼈情報

20

「個⼈情報保護」 「プライバシー保護」
⾏政法として定められた法制
度（個⼈情報保護法）

憲法上の⼈権あるいは⺠法
上の権利（権利）

⽣存する個⼈に関する情報で
あって、当該情報に含まれる
⽒名、⽣年⽉⽇その他の記述
等により特定の個⼈を識別す
ることができるものをいう。

パーソナルデータ

個⼈や家庭内の私事・私
⽣活。個⼈の秘密。また、
それが他⼈から⼲渉・侵
害を受けない権利。
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PLRデータベース活⽤の考え⽅

• 基本⽅針
• 「EU⼀般データ保護規則」に定められる「データポータビリティ権」に準拠
• 「データポータビリティ」とは、あるサービスが特定のユーザーに関して収集・蓄

積した利⽤履歴などのデータ（以下「個⼈データ」という）を他のサービスでも再
利⽤できること。

• 個⼈データの管理者に対して⾏使可能な、以下の各権利を指す。
• ⾃⾝の個⼈データを、その管理者から⼀定のフォーマットで受け取り、他の管理者に移転する権利
• ⾃⾝の個⼈データを、異なる管理者間で直接移転させる権利

• 全てのデータは、オプトインで収集

個⼈データ収集者
（ ○△研究室、○×教室、

× △会社）

個⼈
（データ提供同意者）

データ
利活⽤
企業

データ収集場所利権者
（設備投資した企業／

場所提供機関（病院））

提供依頼

再同意／⾒積もり

データ提供

価格合意

データビリティコン
ソーシアムで実現
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社会技術プロジェクト

プライバシーや個人データ
保護策に関する研究会の様子

取得 保持 利用 廃棄

二次利用

アルゴリズム同意
オプトイン/アウト

データ
ポータビリティ

公平性、透明性、アカウンタビリティ

プライバシー・バイ・デザイン、プライバシー影響評価（PIA）

契約通知

目的：データのライフサイクルを通した、データハンドリングのルール作り

未来型プライバシー保護策

 プライバシーは個人では判断できない社会になっている
 公開すると心配だけど、公開しないとデメリットがある
 どこまで公開すべきかのガイドラインを出す（デフォルト設定）

安心して個人データを活用できる社会、それがSociety5.0 
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情報システム基盤プロジェクト

Society5.0のためのパーソナルデータハンドリング基盤の研究開発

 データ構造化・統合：状態を把握するための各種情報を一元管理、各種データを統合

 個人同意制御：個人同意に基づいた適切なアクセスコントロール

 セキュリティ、プライバシー対応：一貫したセキュリティおよびプライバシーへの対応

原本データを介さない統計処理のための秘密計算

個人が日常生活の中で利用する様々なサービスから発生する個人データを、個人がより
健康的に生きるために、自らの意思で安全に活用できる社会の実現

23
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データビリティ⼈材育成プロジェクト

講義形式：土曜日集中講義形式 場所：グランフロント大阪

AI専門人材：
AI全般を理解し、データの利活用を推進

 コンピュータサイエンス（CS）プレースメントテスト

 AIに関する先導的知識、基盤的知識獲得

 リアルコモンデータを扱う演習/OJT
 演習修了時の能力評価

 ネットワーク、データベース、セキュリティ  情報システム構築演習/OJT

 研究マネージメント、標準化と知的財産

 投資戦略とオープンイノベーション、ビッグデータとAIに関する戦略

 環境リスク、ELSI問題

情報システム専門人材：
IoT、AI技術を理解し、システムの企画、構築を推進

ビジネス創出人材：
IoT、AI技術を活用したビジネスの企画、推進

平成31年度開講（２⽉アナウンス予定）
予定） ５月ー８月を予定）
１日９０分４コマ（１０時−１７時）
１５日間 合計９０時間

⼈⼯知能概論
統計的機械学習、深層学習
画像処理、パターン認識
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一般社団法人データビリティコンソーシアム

未来型
プライバシー啓発

価値創出

大学 人材育成
技術シーズ

データ提供
フィールド

研究費
技術ニーズ

データ提供
マーケット

サービス

企業

社会

25

経済界と研究拠点の橋渡しの場として、⼀般社団法⼈ データビリティ
コンソーシアムを2019年３⽉末までに設⽴。2019年度より「データビ
リティ⼈材育成事業」を開始予定。

賛助会員
⼊会⾦ ５０万円
年会費 １０万円

会員特典
• シンポジウムの開催通知
• 研究拠点データカタログ
• データ収集への要望
• ⼈材育成受講料の５％ディス

カウント
• 実証フィールド／データの有

償利⽤
• 共同研究希望に対する調整
• 研究拠点全般の相談



2019.01.21 iLDi 企業説明会 ⼤阪⼤学 理事・副学⻑ ⼋⽊康史
Pag

e
26

⼀般社団法⼈ データビリティコンソーシアム 定款

（名称）
第 1 条 当法 ⼈ は 、 ⼀ 般 社 団 法 ⼈ デ ータ ビ リ テ ィ コ ン ソ ー シ ア ム （ The

Consortium of Datability Science; CDS）と称する。

（⽬的）
第2条 当法⼈は、国⽴⼤学法⼈⼤阪⼤学が実施・展開してきた⼈⼯知能（Artificial

Intelligence; AI）及びデータビリティ（Datability）分野における各種の研究
教育開発事業を広く実社会に展開するコンソーシアムとして、政府・⾃治体・
企業・⾮営利組織等との連携に基づく、データビリティ分野の⼈材育成を先導
すると共に、諸分野融合・データ駆動型の社会実装事業を⾏うことを主たる⽬
的とする。また、この⽬的を達成するため、次に掲げる事業を⾏う。

(1)データビリティ分野の⼈材育成に必要な事業
(2)データハンドリングに必要な事業
(3)データビリティに関する産学共創事業
(4)データ利活⽤に関する事業
(5)（1）から（4）の事業に関する公的教育・研究機関、公共機関及び経済団体等と

の協⼒連携事業
(6)その他、上記の⽬的及び事業に関連する⼀切の事業

2 上記の⽬的において⽤いられる「データビリティ」とは、「⼤規模なデータ
を持続可能かつ責任ある形で活⽤する能⼒」と定義される。



2019.01.21 iLDi 企業説明会 ⼤阪⼤学 理事・副学⻑ ⼋⽊康史 27

研究拠点への参画形態

１）⼤学との共同研究契約に基づく参加
（データ利⽤のある場合はコンソーシアムの賛助会員必須）

２）データ利⽤、フィールド利⽤による参加
（データビリティコンソーシアムの賛助会員必須）

３）装置、設備、フィールド、技術、データの提供による参画
（データビリティコンソーシアムを介して、利⽤料を獲得）

４）御社でのデータビリティ⼈材育成プログラム利⽤
（データビリティコンソーシアム賛助会員はディスカウント有）
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うめきた2期区域 240万⼈

⼤阪⼤学キャンパス 5万⼈ PLRを世界標準へ 70億⼈

28

PLR(Personal Life Records)の世界標準化

情報基盤
社会基盤
経済基盤
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お願い事項

1. コンソーシアムへのご参加のお願い
経済界と研究拠点を繋ぐ場として設⽴される⼀般社団法⼈データビリティ・コン
ソーシアム（仮称）について、産業界・地域との連携で事業を進めていくために、
コンソーシアムへの参画をお願いいたします。

2. キックオフシンポジウムご出席のお願い
2019年2⽉21⽇(⽊)１４時より、梅⽥グランフロント⼤阪北館 ナレッジキャピタ
ル カンファレンスルーム タワーC 8階にて、本研究拠点のキックオフミー
ティングを開催する予定です。拠点概要説明・基調講演・パネルディスカッショ
ン等を予定しています。参加をお願いします。


